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4)対象各個の出生月
これ ら一連の統計解析 を行ったところ,小 学1
年時における永久歯の萌出状況が中学3年 時の永
久歯 う蝕罹患を決定す る可能性が示 された。よっ
て,小 学1年 時におけるこの永久歯萌出状況 を,
その萌出歯数 と萌出部位か ら5つの型に分類 し,
各型を群 とす るコホー トを設定 しさらに解析 を
行った。その結果,小 学1年 生において分類 した
5つの永久歯萌出型は中学3年 時における永久歯
う歯数を決定する要因であることを見い出 した。







として小学1年 生時の永久歯萌出状況 と乳臼歯 う







本論文に関す る審査 は,平 成24年5月9日 に
実施 された。審査委員より,1)研 究対象 とした
集団の特性,2)小 学1年 生時における永久歯の






を求め られたが,後 日提出 された論文では,適 切
に修正がなされていた。また,語 学試験 として英
文和訳を実施 した結果,十 分な読解力を有 してい
ると判定 した。
本研究は歯科医学の発展に寄与するもの と考 え
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スク者を抽出 し,それ らの者に対 し一次予防的歯
科保健管理として活用 されるのが理想である。 し
か しながら,学校現場において,将 来の う蝕罹患
性を簡便に判定す る確実な指標はほとんど報告 さ
れていない。
そこで,本 研究では小学校か ら中学校の9年 間
を継続 して歯科健康診断を受診 した児童 ・生徒の
結果を基に,小 学1年 生の乳臼歯,永 久歯の萌出,
さらに発育に関与する出生月や性別の要因検討を






から次の項 目について集計 し統計学的解析を行 っ
た。
1)小学1年 時における歯種別永久歯萌出状況
2)小学1年 時の乳歯及び乳臼歯の現在歯数と
う蝕経験
3)対象各個の永久歯 う蝕経験歯数と集団にお
けるDMFT指数の年次推移
